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学校名 在籍者数 学級数 

三好中学校 
５６０名 

１８（３）

中部小学校 ４９３名 １８（２）

天王小学校 ５３６名 ２０（２）

三吉小学校 ３９７名 １７（３）

※学級数の（  ）は、特別支援学級数を内数として記入 
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見直し 1

（調

実態把握 課題

よし市 三好

校の教職員が

に学ぶ姿」や

他校の研究授

践する。 

校の足並みを

ねらいに迫る

盤となる授業

導する。 

な姿を」具体

じめには学習

どもに発表さ

 ９～12 月

調査研究委員

題 目標 

好中学校区 

が課題を共通

や「学習（生

授業を積極的

をそろえる為

る取組として

業の開始終了

体的に子ども

習のめあてを

させるか、ノ

月に重点・強

員会・小中連

取組 点

通理解して日

生活）規律」

的に参観する

為に、情報交

ては、「学び

了のあいさつ

たちに示す

を必ず黒板に

ノートに書か

強化する内容

絡協議会等で

点検 見直

日々の指導に

の共通認識

るなど、「学び

交換の場を設

び合いの授業

つ、友達の意

す。 

に書き、授業

かせる。 

容 

で関係者が協

取直し 

にあたる。

を図る。 

び合い学習に

設定し積極的

」の質の向上

意見を聞く態

業の終わりに

協議した内容を

取 組 

における」授

的に行う。 

上を図る。 

態度をもっと

には必ず授業

を基にみよし

点 検 

授業力をつけ

と育てるよう

業のまとめや

し市教育委員

見直し 

ける研修や協

う教職員が継

や振り返りを

員会が作成）

協

継

を



 

 

 

 

 

・各学校内
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縮小してい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見直し 2

（調

の児童生徒会

おいて、３小

いくことにな

 前頁１を実

調査研究委員

会活動の中で

小学校の部活

なった。 

実効性あるも

員会・小中連絡

で自己有用感

活動を通した

ものとするた

絡協議会等で

感を高める活

た交流（合同

ために縮小・

で関係者が協

活動を取り入

練習会）は小

・統合・対象

協議した内容を

愛知県 

入れており、

小中連絡協議

象外とする内

を基にみよし

みよし市 三

小学校と小

議会で話し合

内容 

し市教育委員

三好中学校区

小学校の連携

合った結果、

会が作成）

区 
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ア 学校が楽しい

イ みんなで何かす

ウ 授業に主体的に

エ 授業がよくわか

オ 叩かれたり、け

カ 暴力ではないが

キ 叩いたり、けった

ク 暴力ではないが

●中学３～１

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かす

ウ 授業に主体的に

エ 授業がよくわか

オ 叩かれたり、け

カ 暴力ではないが

キ 叩いたり、けった

ク 暴力ではないが

●小学６年生

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かす

ウ 授業に主体的に

エ 授業がよくわか

オ 叩かれたり、け

カ 暴力ではないが

キ 叩いたり、けった

ク 暴力ではないが

●小学５年生

第３回

するのは楽しい

に取り組んでいる

かる

られたり、強く押された

が、いじわるをされたり

たり、強く押したりした

が、いじわるをされたり

年生

するのは楽しい

に取り組んでいる

かる

けられたり、強く押された

が、いじわるをされたり

たり、強く押したりした

が、いじわるをされたり

生

するのは楽しい

に取り組んでいる

かる

られたり、強く押された

が、いじわるをされたり

たり、強く押したりした

が、いじわるをされたり

生

回意識調査で

回答者

たりした（暴力を受けた

り、イヤな思いをさせら

（暴力をふるった）

り、イヤな思いをさせた
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査で「あては
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➋課題は実態

中部小…授

り５．６ポ

 
 
 
➌目標は課題

天王小…２

「聴き合い

 
 
 
➍目標の達成

三好中…「学

より効果的

天王小…ペ

ものにし

 

➊目標は期待ど

➋課題は実態を

➌目標は課題に

➍目標の達成に

➎行動計画は予

➏目標を意識して

➐具体的な動き

➑児童生徒が主

➒想定外の指標

課 題 

る」意識が

目 標 

る。 

取 組 

よし市 三好

シートで、➋

「実施されなか

合のみ矢印で示

態を踏まえて

業づくりに力

ポイント減少

題に対して適

回目の調査で

い」「自己有

成につながる

学び合い学習

的な実践にな

ア・グルー

ようと考えた

どおりに達成された

を踏まえていたか

に対して適切なもの

につながる行動計

予定どおり実行され

て取り組まれたか

きや目当てが共有

主体的に取り組む

標はあったか 

「みんなで何

が低い。 

仲間と関わ

・ペア・グル

・児童会（生

好中学校区 

～➑に該当す

かった」等の否

示し、想定内は

ていたか 

力を入れてき

少である。継

適切なものだ

では、授業に

有用感」など

る行動計画だ

習」の実践は

なるための会

プ学習を前面

たが、思った

たか 

 

のだったか 

計画だったか 

れたか 

か 

有されていたか 

む工夫はあったか

学校全体

何かをするの

り合う場面を

ループ学習を

生徒会）活動

る項目が「適切

否定的回答の場

は空欄とした。

きているが、

継続して取り

だったか 
に関わる項目

どをキーワー

だったか 

は徐々に浸透

会にしていき

面に出し、主

たほど効果は

三好中

全
体 

３
年 

２
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○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ●

○ ○ ○

● ○ ○

○ ○ ○

か ○ ○ ●

↑↓ 

体・各学年教

各校事業

のは楽しい」

を１時間の授

をとおして、

動を軸として

切であった」

場合は「●」と

なお、➊が「

「授業に主

り組む課題と

目について、

ドにした目標

透してきてい

きたい。 
主体的な授業

は上がらなか

中部小

１
年 

全
体 

６
年 

● ● ●

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ● ●

○ ● ○

● ● ○

● ○ ○

↑↓ ↑

教員集団に

業担当者の自

」一方で、小

授業の中に設

主体的に学

て仲間と関わ

「実施された」

とした。➒につ

「◎」（十分達成

体的に取り組

として適切だ

一部の学年

標で妥当だっ

るが、研究授

業を意識する

かった。 

小 天王小

５
年 

全
体 

６
年 

● ○ ○

○ ○ ○
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↑

による自己点

自己点検

小中にわたっ

設定し、主体

学ぶ児童生徒

わり合う楽し

等肯定的回答

ついては、想定

成された）場合

組んでいる」

だと考える。

によい傾向が

ったと考える

授業後の協議

ることによっ

小 三吉小

５
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全
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６
年 

○ ● ● 

○ ○ ○ 
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点検一覧 

 （代表的・

って「授業に

体的に学び合

徒を育む。 
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答の場合は「○

定外に改善「↑

合、➋～❽は空
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が見られた。

る。 

議会や各教科

って、授業を

小 

５
年 

● 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

・注目すべき内容

に主体的に取

合う児童生徒

 

○」、「不適切で

」、悪化「↓」

空欄となる。

５％、前回よ

「授業規律」

科部会など、

をより楽しい

容を抽出） 

取り組んでい

徒の育成を図

で

よ

」

い
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三吉小…各校の授業参観も設定されていたが、授業のある時間帯に他校に参観に行くことが難しく、あ

まり参観できていない。次年度改善する必要がある。小中の交流は、予定通りできた。 

➎行動計画は予定どおり実行されたか 

三好中･天王小…年間計画（実施日程）どおりに実施できた。 
 
中部小…第Ⅱ期のスタートに向けて、各部会ごとに計画されたものは実施できた。 
 
三吉小…第Ⅱ期の行動計画の中で、特に小中連携の活動は、計画通り活発に行うことができた。授業の

スキルアップも計画通り取り組めた。 
➏目標を意識して取り組まれたか 
三好中…やるべき事項を明示することで共通認識は高まってきているが、効果的なペア･グループ学習と

いった授業力向上への意識をもっと高めなければならなかった。 
中部小…関わり合う授業づくりは、参観シートの活用で意識が向上した。11 月から始めた教職員の振り

返りシートを活用し、やりがい活動や生活向上面にも浸透度を上げたい。 
三吉小…ペア・グループ学習や、授業の目標の確認は完全ではないが、確実に行われるようになってき

た。さらに、授業中の子ども一人一人の活躍ができるようにしていきたい。 
➐具体的な動きや目当てが共有されていたか 
三好中…授業研修での参観シートの活用、教職員の共通意識を図るための意識調査の実施、各部会や全

体会の定期的な実施を通して、教職員間への浸透度は高まってきている。 
中部小…参観シートの活用で「関わり合う授業づくり」に向けて明確になった。やりがい活動や生活向

上面は向上したが、効果的な支援の仕方を吟味することが十分できていない。 
天王小…ペア・グループ学習は各学級でかなり意識して行われるようになった。授業のあいさつも聞く

姿勢も第Ⅱ期に入り以前より浸透してきた。 
➑児童生徒が主体的に取り組む工夫はあったか 
三好中…小・中学校間での交流活動や文化祭などの実行委員会など、様々な生徒が中心となって企画か

ら運営する機会を多く設定することができた。 
天王小…授業については、ペア・グループ学習が浸透し、主体的に活動できるようになってきたが、数

値には結びついていない。 
三吉小…ペア・グループ学習を取り入れるようになってきているが、児童の様子を見ると、話し合うこ

とや活動する内容などが、確実に全員の子どもに伝わっていない場合があった。 
➒想定外の指標はあったか 
三好中…「ペア･グループ学習」の実施や小・中学校間での交流活動等、実践している様子に反して意識

調査結果では特に「当てはまる」項目の減少が目立った。 
中部小…教職員の共通理解ができ、同じ方向を向き始めたが、数値としては下がっている。児童への浸

透度がまだまだで、もっと具体的に子どもの姿をほめ、自信をつける必要を感じた。 
三吉小…生活面も含め、ほとんどの項目で、「当てはまらない」は少なくなった。ただ、全体の指標はな

かなか上がらず、「当てはまる」方を着目する必要があることが分かった。 
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取り組む工

夫はあった

か 

➒想定外の

指標はあっ

たか 

 

 

よし市 三好

設定した

にわたって

る」意識が

を図りたい

適切だった

的に学ぶ姿

面を１時間

び合う児童

ペア・グル

児童生徒

われている

ていない。

予定通りに

等小小連携

交流を中心

も今年度中

授業スキル

習について

を向上させ

のために授

行事での主

てきている

体的な学習

ープ学習

ある。 

中学校 1 年

でいる」「

と回答した

好中学校区 

みよし市教

「課題」は、

て「授業に

が低い。今後

い。 

たが、共通化

姿」を基盤に

間の授業の中

童生徒の育成

ループ学習を

を育む学び合

るが、まだ学

 

に実行できて

携の在り方に

心に計画を見

中に一度見直

ルを向上させ

ての理解をさ

せ、生徒が面

授業を見合い

主体的な生徒

る。授業では

習の姿勢を広

をさらに充実

年生では「授

「授業がよく

た生徒が予想

教

教育委員会

適切であっ

主体的に取

後も学び合い

化した「授業

に、仲間と関

中に設定し、

成をさらに図

を通して、主

合い学習は

学び合う授業

ている。児童

においては、

見直した。年

直すことが必

せるために、

さらに深めた

面白いと思う

い、磨き合い

徒の取組は

は、学び合い

広げるために

実させるこ

授業に主体的

わかる」で

想以上に少な

教育委員会

ったが、小中

り組んでい

い学習の充実

業規律・主体

関わり合う場

主体的に学

図りたい。

主体的に学ぶ

計画通り行

業が充実され

童が交流する

教職員間の

年間行動計画

必要である。

学び合い学

たい。組織力

授業づくり

いたい。 

活発になっ

い学習から主

にペア・グル

とが必要で

的に取り組ん

であてはまる

なかった。

会の指導・助

実

小･中学校

査結果、児

識から、設

る。 

体

場

学

プラス面

切であっ

め全体的

ているこ

行

れ

ペア・グル

学習」に力

童生徒の意

画

予定した行

児童生徒

い。 
 

学  

主

ル

で

ペア･グル

に取り組

意識調査

前回調査

回答した割

 

助言  各校

愛知県教

校ともに授業

児童生徒の実

設定した課題

の実態を土

たと考えるが

に「当てはま

とについて検

ループ学習を

力を入れた方

意識の向上に

行動計画は実

の意識の向

ループ学習を

む活動を設定

の数値からは

に比べ、全体

割合が大きく

校の取組や点検

教育委員会 

業に関する項

実態を把握す

題は適切であ

土台にした目

が、プラス面

まる」層の数

検証する必要

を中心とした

方向性はよか

につながって

実行されたと

向上にはつな

を始め児童生

定して実行し

は効果が出て

体的に「当て

く低下してい

検を踏まえて  

項目の意識調

する学校の認

あったと考え

目標設定は適

面の意識も含

数値が低下し

要がある。

た「学び合い

かったが、児

ていない。

と考えるが、

ながっていな

生徒が主体的

しているが、

ていない。

てはまる」と

いる。 

    

調

認

え

適

含

し

い

児

な

的

と



実

 

 
 

 

 
 
○授業力向上

→年度当初

 

○学び合い学

と高めね

→校内の教

や教科部

 

○行事（実行

を広げるた

→主体的

の徹底」

 

○ペア・グ

ペア・グル

→ペア・

て自分

 

 

 

 

 

第Ⅲ期１～

主体的に学

①「自分で考

め、広めて

②子どもたち

習のめあて

③どんな意見

手な子ども

④どの子も参

れ方を工夫

⑤教師が授業

見直し 3

（調

実態把握 課題

上のための授

初より年間計

学習の取組は

ばならない。

教科部会、授

部会、小中連

行委員会含む

ためペア・グ

に授業に取

」「ペア・グ

ループを取

ループ活動な

グループ活動

の考えを確か

～３月の取組

学び合う授業

考え、伝えよ

ていく。 

ちにどんな力

て」を必ず板

見も温かく受

もを育てる。

参加できるペ

夫する。 

業スキルを語

 １～３月

調査研究委員

題 目標 

授業研修への

計画を作成し

は実践できた

。「生徒が主

授業協議会で

連携をして普

む）での主体

グループ学習

り組めるため

ループ活動の

り入れれば達

なのかがはっ

動を取り入れ

かめたいとい

組：「学び合い

業づくりのため

ようとする」姿

力を付けたい

板書する。  

受けとめられ

 

ペア・グループ

語り合う。 

に重点・強化

員会・小中連

取組 

※小

の参加につい

し、小中の職

たが、効果的

主体となる活

で焦点を絞っ

普段の授業を

体的な取組は

習を設定する

めに、「自分

の場面の設定

達成できると

っきりとしな

れる際、何を

いう意欲を喚

い」学習の充

めに、 

姿を意識して

かを考えて

るよう、聴き

プ活動の取り

化する内容

絡協議会等で

点検 見

小中連絡協議

いて、授業時

職員が十分に

的なペア･グル

活動（学習）」

って検討した

を見合うなど

は活発になっ

る場面の工夫

分の考えを伝

定」「授業を

という思いを

なかった。

を話し合うの

喚起できるよ

 

 

実

てほ

「学

き上

り入

で関係者が協

直し 

議会で決めた

時間の関係で

に参観できる

ループ学習と

に対する意

たり、空き時

ど、授業力向

ってきている

夫等、さらに授

える活動」「

語り合う協議

をもっている

のか具体的に

ような、解け

協議した内容を

取 組 

た活動方針

愛知県 

で連携校への

る時間の確保

といった授業

意識とスキル

時間に授業を

向上に努める

る。授業では

授業改善を図

「学習のめあ

議会の設定」

る教師もおり

に示す必要が

けそうで解け

を基にみよし

点 検 

みよし市 三

の参観が困難

保を図る。 

業力向上への

ルの向上が必

を見合いたい

る。 

は、主体的な

図っていく必

あての明確化

」をさらに充

り、何を話し

がある。また

けない課題を

し市教育委員

見直し 

三好中学校区

難だった。 

の意識をもっ

必要である。

い。授業研修

な学習の姿勢

必要がある。

」「聴く姿勢

充実させる。

し合うための

た、話し合っ

設定する。

員会が作成）

区 

 

っ

修

勢

 

勢

 

の

っ



愛知県 みよ

 

 

 

 

 

 
・児童会の交

業を見合

間の交流

見直し４

（調

よし市 三好

交流や部活動

ったり、小

に絞ることに

 前頁３を実

調査研究委員

好中学校区 

動交流など児

中連絡協議会

にした。 

実効性あるも

員会・小中連絡

児童の小小連

会で連携小学

ものとするた

絡協議会等で

連携に関する

学校区の学年

ために縮小・

で関係者が協

る部分の計画

年部会をもつ

・統合・対象

協議した内容を

画に無理があ

つなど、小小

象外とする内

を基にみよし

あることが分

小連携の在り

内容 

し市教育委員

分かった。授

り方を教職員

会が作成）

授

員


